
国際ロータリー第2620地区

★18：00点鐘
★名鉄菜館
★前会長・幹事慰労会
　親睦委員会夢をかたちに

Make Dreams Real

Rotary Weekly Report

豊山徹也

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 58名 55名 94.83％ 100.00％

勝又敏樹君・大森清治君・小野寛幸君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（３名）

６月６日
６月11日
６月13日
６月14日

６月18日
６月19日
６月27日

裾 野  
長 泉  
五 稜 郭  
地区青少年 

長 泉  
裾 野  
沼 津

　私が生まれてから63年と10ケ月たちます。その間に木曜日を3331回過ごし
てきました。その中にはいろいろな出来事もあったと思いますが、今日の木
曜日ほど特別な木曜日はなかっただろうと思っています。
　今日、勝又重春年度からロータリーという駅伝のたすきを引継ぎ42年度区間を走り始めます。
勝又会長、望月幹事、そしてお二人を支えた会計、理事の皆様、一年間ご苦労様でした。会長、
幹事をはじめ皆様の大変意気の合ったクラブ運営は42年度という区間を任された私にとりまして
大変良い手本となりました。41年度の作った区間記録を落とさないように本年度も走り続けたい
と思います。
　御殿場クラブは創立当時どのような考えの下でスタートしたのかと初代会長、橋本正敏様の10
周年記念誌の走馬灯は廻る、という初代会長の挨拶文を読ませていただきました。「ロータリー設
立にあたり心構えは如何あるべきかをキーメンバーで相談した結果、背伸びしない謙虚なクラブ
にしていきたい」と方針を立てられたそうです。このような設立当時の基本的な考えが脈々と引
き継がれ、現在の御殿場クラブがあるのだと感じています。創立の精神を守りながら、皆様方の
ご協力とロータリーの友情を期待して本年度を走りきりたいと思います。一年間よろしくお願い
申し上げます。

7  3のスマイル
・一年間よろしくお願いいたします。 
　　　　　　　　　　　会長、幹事
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第2048回 例会プログラム
●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／クラブ協議会　全員

●会員誕生日　７月10日　生野　旭君  
　　　　　　　７月15日　芹澤正明君 
●夫人誕生日　７月12日　斉藤礼志君 夫人 智子様 
●皆　出　席　７月３日　小野篤之君（５年）  
　　　　　　　７月７日　林　由行君（３年） 
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19 のメーキャップの出席報告

７月17日の例会
次　回

会長挨拶

橋本　喜市君
林　　　準君 
渋谷　　一君 
神谷　高義君 

大庭健一郎君 
芹澤　正明君 
大森　清治君

会員慶事



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○豊山　徹也
幹　　　事○小早川豊一
会報委員長○根上　陽一
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・会長方針

幹事挨拶
　本日を迎えるにあたり、昨年12月よ
り準備を進めて参りました。多くの会
員の皆様のお力をいただき、何とか、
今日という日を迎えることが出来まし
た。
　本当に、ありがとうございます。
　豊山会長の方針である「いつも四つ

のテストを念頭において」を幹事としての行動指針にし、
会長の補佐役として、事務系のメッセンジャー役として、
御殿場ロータリークラブ42年間の伝統を尊重し、より充
実感のあるクラブであるよう、お手伝いをしたいと思い
ます。
　叱咤、激励、ご協力の程、重ねてお願いいたします。

ＳＡＡ挨拶
　会場監督の今年の方針は、「親しき
仲にも礼儀あり」として会場の秩序を
保っていきます。具体的には、
・卓話中の私語を慎む。
・早退者はＳＡＡに申告する。
・例会ごとに会場記録をとる。
・ゲストやビジターを温かく迎え席に

　　　　　　　　　案内する。
などですが、会員皆様の御協力をお願いします。

豊山徹也君会長

小早川豊一君幹事

根上眞一君ＳＡＡ

いつも四つのテストを 
念頭において

　昨年12月の年次総会において会長エ
レクトを指名され、幹事を小早川君、
会計を臼井良太君にお願いし、その日

に行なわれた被選理事会において理事の皆様の役割分担
も決めさせていただきました。
　委員長さんたちの取り組みのおかげで今年度も第一回
例会において、活動計画書、予算書をお渡しすることが
出来ました。皆様のご協力に感謝いたします。
　ＲＩのテーマはＭａｋｅ　Ｄｒｅａｍｓ　Ｒｅａｌ（夢
をかたちに）です。韓国ではじめての国際ロータリー会
長であります李東建さんによれば、死ななくても良いよ
うな原因で毎年世界中に三万人を超える五歳未満の子供
たちが亡くなっているそうです。このような子供たちも
生きていれば大きな夢を実現できたかもしれません。子
供たちの死亡率を減らし、子供たちの夢をかたちにして
あげましょう、というスローガンを掲げました。
　2620地区ガバナー牧田清二さんは“夢をかたちに”
－楽しく魅力あるロータリーを目指して－という標語を
設定されました。
　会員増強はロータリーが存続する限り永遠のテーマで
もあります。そこで会員増強の地区目標は一見楽に達成
できると思われる「各クラブ純増一名」という目標を立
てられました。この目標をクリアするのは現実的にはか
なりがんばらないと達成が難しいかもしれませんが、強
力な増強委員長さんをお願いしてありますので安心はし
ております。
　ロータリー財団寄付につきましては三年前から年間一
人120ドルから100ドルと下げられました。今年度は財団
寄付をクラブ予算から支出させて頂くことに致しました。
個人的な集金はないということです。今年だけで終わる
のではなく、このスタイルを続けていけるよう工夫して
いきます。
　ポリオ撲滅資金への寄付につきましては現在４カ国で
ポリオウイルスの一番原始的な株が残っているそうです。
ポリオ撲滅のため、年間一人23ドルを三年間お願いしま
すと目標設定されました。我がクラブでは個人個人がこ
の人類の敵であるポリオ撲滅に参加しているという実感
を持つために毎年直接集金させていただくことにいたし
ましたのでよろしくご協力ください。
　三年前から地区ではＣＬＰ（クラブ活性化計画）の導
入を計画して来ました。導入するか否かはクラブの事情
によって自由裁量であるという基本的な考えに基づき、

ＣＬＰ研究グループではクラブ組織については今まで通
りにし、良いところだけ適用した、良いところ取りをし
たクラブ運営をしようと決定されてきましたが、うまく
いかないことも出てきています。そもそもＣＬＰとは人
数の少ないクラブの運営の負担軽減を考えて作られた制
度ですので、我がクラブでの適用はこのままでは大変難
しいのではと思っています。
 我がクラブには42年間安定したクラブ運営の実績があ
りますので、各委員長さんはクラブの実績を踏襲しなが
ら世界の変化にも少し目を向けながら、御殿場ロータリー
クラブらしい事業を推進して行っていただきたいと思い
ます。
　個人的な感想ですが、ＣＬＰもクラブ規模の違いに
よって問題も出てくるのではと思います。御殿場クラブ
の運営方法は、きっとそのうちに中程度規模のクラブの
スタンダードになると思っています。
　最後にクラブ会長ターゲットにいつも四つのテストを
念頭においてとさせていただきました。個人的な職業奉
仕においてもロータリー活動、会員間の親睦においても
この考えを持っていればすべてうまくいくと確信してお
ります。


